






考案 

 HMG の連日投与法は隔日投与法に比べて,排卵率は高いもめの,OHSS の発生も高い率であ

った。昨年度の報告のように隔日投与時の血中 FSHは波状に変動するのに対して,連日投与

時には血中に蓄積加算され,この過剰の FSH'が多数の卵胞発育をもたらし,その結果,OHSS

が発生するものと考えられる。このように,OHSS 発生には HMGの投与量のみでなく,投与形

式が関与する可能性が示唆された。したがって,OHSS 予防の面からは連日投与法より隔日

投与法の方が有利である。ただ隔日投与法の欠点である遅発排卵と低排卵率の問題に関し

ては,投与開始日の早期化と 1回投与量の増加により,ある程度解決できると思われる。し

かしながら,隔日投与法においても,OHSS の発生は認められるので,超音波断層法を用いた

卵胞のモニターリングなど併用することが必要である。 


